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ア チ ム ン
침은 빛





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































学歴史地理学科，始めころは 20 人くらいおったかな。卒業したのは 11 人しかおらへん。
ほとんど退学しちゃった。帰国者も何人かいたっけ。
――ああ，そっか。
金 ：でも 11 人だから貴重な存在だ。歴史と地理が分かる。というのは，歴史地理学科の





















































































































































































































































































































































一度みたいと。ほんだらちょっと，で，開けてくれてね。一般閲覧室は 1 階，2 階，3


























































































































































































































































































































































































ヨ チ ュ プ ト ロ ク
쭙도록 
하




















副局長（1967 年），事務総局副局長（1980 年），副議長（財務担当，1986 年）などを歴任。
金正日の信任を受けて総連内部での発言力を強め，1993 年に責任副議長就任，1998 年に
は共和国最高人民会議の代議員に選出された。2001 年の韓徳銖議長死後は，実質的に総
連の最高実力者と言われた。2012 年 5 月，死去した徐萬述議長の後任として，正式に第 3
代議長に選出された。
＊8　都立朝鮮人学校
　朝連（在日本朝鮮人連盟）強制解散後の 1949 年 10 〜 12 月，日本政府は朝連が設置し

































年に同校の校舎敷地は払い下げられたが，グラウンドについては 1972 年に，遡って 1970

















　総連傘下の文学・芸術団体。母体は 1946 年結成の在日朝鮮芸術協会で，これを 1948 年
に改組した在日朝鮮文学会の会員が中心となり，総連結成後の 1955 年に在日朝鮮人文化





　1948 年 10 月，朝鮮建国促進青年同盟（建青）の「統一派」を中心に結成。建青兵庫県





国家建設とし，金九の南北統一路線を支持した。1951 年 1 月に結成された在日朝鮮統一
民主戦線（民戦）に参加し，李康勲委員長は議長団の一人となる。（ただし李康勲はのち































に移り，1959 年に発表した「七つの楽器のための音楽」で注目される。しかし 1963 年の
共和国訪問などの活動が韓国の公安当局を刺激し，1967 年に韓国中央情報部によって拉
致された（東ベルリン工作団事件）。韓国への強制送還後，スパイ容疑で死刑を宣告され

















































　4・3 事件鎮圧のため，済州島への出動を命じられた麗水の国防警備隊第 14 連隊は，
1948 年 10 月 19 日，出動命令を拒んで反乱を起こし，翌 20 日には隣接する順天にも反乱
が波及，麗水・順天を解放区として人民委員会を再建した。当時，軍隊内には南朝鮮労働
党（南労党）のフラクションが健在であり，第 14 連隊の将校クラスには南労党員もいた。














作「火山島」であり，第 1 部が大佛次郎賞（1984 年）を，全 7 巻が毎日芸術賞（1998 年）
を受賞した。また 2015 年 4 月には，韓国の第 1 回済州 4・3 平和賞を受賞した。主要な小

































積は 10 万平方メートル，10 階建てで，蔵書約 3 千万冊とされている。
